
一宋

元
文

化

の
移
植

と

繹

宗

大

屋

徳

城

灘

宗
が
宋

元
の
爾
朝

に
隆
盛
を
極
む

る
と
共

に
、
本
邦

に
博

來
し
、
彼
地

の
高
僧
碓
來
化
す
る
も

の
多

く
、
叉
彼

地

に
遊

ぶ
本
邦

の
灘
信
も
少
か
ら
す
、
随

つ
て
、
宗
旨
紋
勿
論

、
宋

元
の
丈
化

の
い
ろ

い
ろ
を
將
來

し
、
以
て
本
邦

文
化
の
刷
新

に
資

し
た
こ
と
は
多
大

で
あ

る
。
斯

る
文
化
の
中
に
は
、
宋
儒

の
學
を
始
め
と
し

て
、

交
學
あ
り
、
藝

術
あ
り
、
風
俗
あ
り
、
習
償
あ

り
、
其
藪
枚
墨

に
蓬
が
な

い
程

で
あ
る
が
、
就
中

、
印
刷
方
面

に
於

い
て
、

一
種
特

別
な
交
化
を
移
植

し
た
。
即

ち
鎌
倉

か
ら
室

町
に
か
け
、

本
邦
叢
林

の
問

に
盛

行
し
た
五
山
板
が
こ

れ

で
あ

る
。

本
邦

の
印
刷

文
化

は
初
め
京
洛

に
起
り
、
後
寧
樂

と
高

野
に
榮

え
、
藤
原
時
代
か
ら
鎌
倉

に
か
け

て
盛

ん
で
あ
弧

寧
樂

で
は
春
日
板
と
稻
し

て
、
興
顧
寺

を
中
心

と
し

て
、
唯
識
論
關
係

の
経
論

を
出
板

し
、
高
野

で
は
眞
言
を
中
心

と
し

た
経
論

を
出
板
し
た
が
、
,
一
先
づ
鷹

永
頃
を
以

て
褻
頽

に
向

つ
て
居

る
。
然

る
に
、
五

山
板
は

鎌
倉

の
中
葉

か

ら
始

つ
て
、
吉
野
朝
を
通

じ
、
室
町

の
末

ま
で
引
績

い
て
随
分
盛
ん
で
あ

都
。

さ
れ
ば
、
五
山
板

は

寧
樂

、
高
野
よ

り
は
少
し
後
れ
た
け

れ
ど
、
寧
樂
、
高
野

よ
り
は
後
ま
で
引
綾

い
て
盛
ん

で
あ

る
。
而
し
て
、
寧
樂

や
高
野

の
印
刷

が
傳
統
的

の
系
統
を
受
け
た
爲
輕
風

の
和
檬
な

る
に
比
し
、
共
書
風
も
、
板
式

も
、
装
漬
も
純
然

た

る
支
那
風

で
あ

宋
元
丈
化
の
移
植
と
縄
ゆ亦

(
一
)
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、

宋
元
丈
化
の
移
植
と
騨
宗

.
(
二
)

る
鮎
が
注
意
さ

る
る
。
帥
ち
宋

元
の
風

に
刷
b
、
宋
元

の
印
刷
文
化

を
移
植
し
た

の
で
あ

る
。

五

山
板

の
特
色

励
蕨
云

が
宋

元
の
風
を
移
し
た
黙

に
存

す
る
こ
と
は
疑
ひ
な

い
事
實

で
あ

る
が
、
斯

る
外

形
の
形

式
だ

け
で
な

く
、
實

は
内
容

に
於

い
て
も
亦
特
異

の
も
の
を
存
す

る
の
で
あ

る
。
卵
ち
寧
樂

や

高
野

の
印
刷

開
板

は

い
ろ

い
ろ

の
も

の
が
あ

る
と
し

て
も
、
経
論

と
い

ふ
範
園

に
立
罐

つ
て
、

い
は
ゆ

る
内
典
の
外

に
は
少

し
も
出

て
居

な
い

の
で
あ

る
。

卸

ち
佛

書
ば
か
り

で
、

和
書
も
漢
籍

も
無

い
。

帥
ち
外
典

と
い
ふ

も
の
は

一
冊
も
無

い
.の
で
あ

る
。
然

る
に
、
五

山
板
は
佛

書
は
経
論
か
ら
註

疏
や
語
録

に
及
び
、
其
範
園
が
廣

い
の
み

で
無

く
、
儒
書
や
詩

文

の

や
う
な
外
典

に
及
ん

で
居

る
。
此
鮎

が
我
が
印
刷
史
上

に
於

い
て
、
前
代

に
未

だ
見

ボ
る
盛
観

で
あ
る
・
今
鎌
倉
中

葉

以
後

の
灘
籍

の
出
板
を
大
観
す
れ
ば
、
左

の
如
く
で
あ

る
。

弘

6

正氷

三 元 十 六
年 仁 年 確1年 年 安

灘 傳

門 心

寳 法

訓 要

 

鷹

庵

語

録

職

林

僑

寳

傳

七
年

大
休

正
念
語
録

十
年

傳

法

正

宗

記

元
年

密

庵

語

録

/

、
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　　の お

兀 晶 正 、元 正 徳 嘉 乾

ご.兀 二 二 二 元 ご
徳 年 暦 年 中 年 慮 年 和 年 治 年 元 年 元

入

天

眼

目

虚

堂

語

録

聚

分

韻

略

虚
堂
後
録
並
新
添

臨

濟

録

傳

法

正

宗

記

圓

悟

心

要

宋
元
丈
化

の
移
植
と
輝
宗

二
年

寒

山

詩

四
年

臨

濟

錬

(
三
)
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兀

 

建暦康貞

宋
元
文
化
の
移
植
と
暉
宗

三
年

大

鷹

録

弘
天
年

來

來

灘

子

集

武
元
年

蘭

漢
灘

師

語

録

鷹
二
年

大

恵

普

説

四
年

圓

悟

心

要

永
元
年

古

林

和

爾
語

録

四
年

古

林
偏

頚

拾

遺

和

・

ご
年

雲

臥

紀

談

五
年

雪

峯

塞

外

集

五
年

東

山

内

集

二
年

首
携
嚴
義
疏
注
経

四
年

雲

源

筆

語

三
年

夢

中

問

答

四
年

景

徳

傳

燈

銀

五
年

五

家

正

宗

賛

(
四

)
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貞 康 延 文 観

審 六 、三 二 元 六 四 四 二 ご 二

斐 年 年 年 治 年 安 年 年 年 年 文 葦 和 年 鷹

告

薙 醐 元 月 宗 苑 叢 黄 義 夢 輔

嚢蒙議1簿lll敏
ほ　 けの け　

i聚 書 録 論 集 論 録 録 録 篇

七 六 三
年 年 年

墜 黄 五

龍 燈
華
書 會

集 羅 元

四 四 三 五
年 年 年 年

景

徳

傳

燈

録

蒲

室

集

詩

法

源

流

百

丈

清

規

(
五

)



鷹永康

宋
元
丈
化
の
移
植
と
暉
宗

七
年

五

燈

會

安
二 四 三 二 七 五 四 三 三 二 兀
年 暦 年 年 年 和 年 年 年 年 年 年 年

兀

 

南

堂
和
荷
語
録

四

大

老

録

鷹

蕎

語

録

無
準
和
尚
語

録

宗

鏡

録

大
鷹
國
師
語

録

蒙

求

歴
代
帝
王
編
年
互
見
之
圖

元

亨

繹

書

大
休

和
省
語
録

黄
,
龍

+

世

録

七
年

虎

丘

語

録

六 五 三 三 三 元
年 年 年 年 年 年

寧 碧 光 月 破 了

1婁1諜け　
録 集 録 録 録 録

年 年

寂 杜

室 工

語 部

録 詩

 

二
年

林

間

録

(
六
)

、
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永

徳
二
年

佛

祀

宗

派

圖

四
年

傳

法

正

宗

記

至

徳
元
年

元

亨

繹

書

元
年

傳

法

正

宗

記

元
年

佛

徳

録

二
年

八

方

珠

玉

集

四
年

柳

宗

元

文

集

四
年

達

磨

三

論

'
嘉

慶
元
年

冥

椹

會

要

元
年

康

柳

先

生

文

集

二
年

貞

和

聯

芳

集

二
年

首

桝
嚴

経

會

解

明

徳
二
年

月

庵

語

録

四
年

新
編
排
韻
増
廣
事
類
氏
族
大
杢

以
上
、
鎌
倉
の
中
葉
か
ら
吉
野
朝
の
終
ま
で
に
就
い
て
、
奨
本
の
現
存
す
る
も
の
を
基
げ
た
が
、
鷹
永
以
後
、
永

享
、
文
明
、
延
徳
、
明
鷹
に
亘
つ
て
も
、
績
績
出
板
さ
れ
て
居
り
、
其
他
、
無
刊
記
の
も
の
で
、
刊
年
も
、
刊
所
も

分
ら
ぬ
も
の
が
随
分
澤
山
あ
る
。
さ
れ
ば
、
五
山
板
は
足
利
の
末
ま
で
、
績
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ま
つ
内
典
に
就
い
て
、
宋
元
の
文
化
を
移
植
し
た
鮎
を
述
べ
る
と
、
第

一
は
彼
地
の
藤
宗
の
語
録
を
出
板

宋
元
丈
化
の
移
植
と
輝
宗

(七
)

・
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宋
元
丈
化
の
移
植
と
輝
宗

(八
)

し

て
、
灘
宗

思
想
の
普

及
を
圖

つ
た
こ
と

で
あ

る
。
就
中
、
臨
濟
録
、
碧
嚴
録

の
如

き
は
、
藪

度
開
板

せ
ら
れ

て
、

叢
林

の
需
要
を
充
し
て
居

り
、
共
外
、
彼
地

の
輝
信

の
語
録

や
、

彼
地
か
ら
本
邦

に
蹄

化
し
た

灘
檜

の
語
録
を
出
板

し
た
こ
と
も
、
亦
宋
元
灘
宗
文
化

の
移

植
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
、。

次

に
墨
ぐ

べ
き
は
、
博

法
正
宗

記
、
灘
林
僧
寳
傳

、
五
家
正
宗
賛
、
景
徳
傳

燈
録

、
五
燈
會

元
等

の
如
く
、
灘
門

の
傳
記

や
、
語
録

の
総
集

の
如

き
も

の
が
開
板

さ
れ

て
居

る

こ
と

で
あ

る
。
此
等
も
亦
灘
門

に
於
け
る
藪
科
書
と
し

て
、
大

に
愛
護

さ
れ
た
こ
と
が
察

せ
ら

る
る
。
帥
ち
啓
蒙

的
讃

物
と
し

て
の
需
要
が
少

く
な

か

つ
た

で
あ
ら
う
。
之

に
…封
し
、
虎
關

の
元
亨
繹
書

が
本
邦
輝
林

の
撰
述
ど

し
て
屡
開
版

さ
れ
て
居

る
こ
と
は
、
よ
く
這
裡

の
溝
息
を
傳

ふ

る
も
の
と

い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

以

上
の
内
典

に
封
し
、
詩
文
、
儒
書

の
如
き
外
典
が
出
板

さ
れ

て
居

る
。
外
典

の
出
板
は
五

山
板

の
特
色

で
あ
り

其
藪
も
亦
内
典

に
封
し

て
決

し
て
少
く
無

い
。
而
し

て
、
其

大
部
分

は
宋
元
板

の
覆
刻

で
あ

つ

て
、

こ
れ
こ
そ
は
其

板

式
と

い
ふ
方
面
か
ら
見

て
も
、
本
統

に
宋
元
印
刷
文
化
の
移
植

で
あ

る
。

且

つ
當
時

の
叢

林

に
は
宋
儒

の
學
が
行

は
れ
る
と
共

に
、
詩
文

が
流

行
し

た
か
ら
、
需

要
も
少

く
な

か

つ
た
で
あ
ら

う
し
、
随

つ
て
、

彼
地
か
ら

の
舶
載

の

書
を
獲

る
こ
と

は
甚
だ
難

か

つ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
か
ら
、

か
う

い
ふ
鮎

に
於

い
て
も
、

手
近

い
所

で
覆
刻
さ

れ
6
と

い
ふ
こ
と

は
、
彼
地
の
文
化
を
學

ぶ
上
に
、
極
め

て
必
要
な

こ
と

で
あ

つ
た
の

で
あ

る
。

而
し
て
、
彼
地
か

ち
出
板

に
從
事
す
る
專
門
の
刻
工
の
渡
來
ま

で
あ

つ
た
こ
と
は
、

此
問
の
事
情
を
十
分

に
語

る
も

の
で
あ
る
。
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叢
林
に
於
け
る
外
典
出
板
の
初
め
に
就
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
議
論
の
存
す
る
所
で
あ
る
が
、
現
存
せ
る
も
の
に
就

い
て
い
へ
ば
、
正
中
二
年
の
寒
山
詩

一
巻
で
あ
る
。
こ
は
麗
尼
宗
澤
捨
心
と
い
ふ
入
が
刻
す
る
所
で
あ
る
が
、
何
寺

の
開
板
で
あ
る
か
は
明
か
で
な
い
。
寒
山
詩
は
叢
林
に
愛
護
さ
れ
る
詩
集
で
あ
る
か
ら
、
縄
宗
寺
院
に
於
け
る
開
板

た
る
こ
と
は
疑
ひ
あ
る
ま
い
。

寒
山
詩
に
次
い
で
、
春
屋
妙
龍
の
開
板
し
た
延
文
四
年
の
詩
法
源
流

一
雀
と
、
同
六
年
の
萢
徳
機
詩
集
七
巻
が
あ

る
。
妙
龍
は
即
ち
普
明
國
師

で
、
相
國
寺
の
開
山
で
あ
り
、
夢
窓
國
師
の
弟
子
で
、
多
く
の
輝
書
を
開
板
し
た
關
係

上
、
絵
力
を
以
て
、
斯
る
詩
文
の
方
面
に
も
及
ん
だ
で
あ
ら
う
。
詩
法
源
流
は
元
楊
載
の
撰
で
あ
り
、
萢
徳
機
詩
集

は
元
萢
梓
の
詩
集
で
あ
る
。
當
時
叢
林
は
妙
繭
同
門
の
義
堂
や
絶
海
の
時
代

で
、
詩
文
の
盛
ん
で
あ
つ
た
時
代
で
、

五
山
文
學
の
大
に
興
ら
ん
と
し
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
斯
様
な
彼
地
の
詩
文
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

此
頃
元
人

の
愈
良
甫
な
る
者
が
渡
來
し
て
、
多
く
の
書
籍
を
開
板
し
て
居

る
。
帥
ち
鷹
安
三
年
の
月
江
和
爾
語
録

ご
霧
、
同
四
年
の
宗
鏡
録

一
百
巻
、
同
五
年
の
碧
山
堂
集
五
巻
、
永
和
二
年
の
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩

二
十
五
雀

至
徳
元
年
の
傳
法
正
宗
記
二
十
懇
、
嘉
慶
元
年
の
新
刊
五
百
家
註
音
辮
唐
柳
先
生
文
集
四
十
五
巻
、
鷹
永
二
年
の
般

若
心
繧
疏

一
巻
は
明
に
出
板
年
月
の
分

つ
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
其
億
、
刊
年
不
明
の
も
の
に
、
白
雲
集
四
巻
、
王

歌
元
集
百
家
註
分
類
東
坂
先
生
詩
二
十
五
巻
、
無
量
壽
暉
師
日
用
清
規

『
巻
、
佛
租
歴
代
通
載

二
十

一
巻
が
あ
る
。

斯
檬
に
愈
良
甫
は
内
外
典

に
亘
つ
て
、
前
代
に
類
の
無

い
多
く
の
書
籍
を
開
板
し
て
居
る
が
、
就
中
、
杜
詩
、
韓
文

宋
元
丈
化
の
移
植
と
輝
宗

(
し
)
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宋
元
丈
化
の
移
植
と
輝
宗

'

(
一
〇
)

柳
文
、
束
披
詩

の
如
き
、
彼
地
の
大
家
の
而
も
巻
歎

の
多

い
も

の
を
績
績
開
板

し
た
こ
と
は
、

叢
林

に
於
け

る
詩
交

の
流

行
を
促
進
す
る

に
多
大

の
盆
が
あ

つ
た
と
共

に
、
宋
元
の
趣
味
や
好
術
を
傳
絡
す

る
に
、

大
な

る
貢
献
が
あ

つ

た
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
、
彼

の
事
業
も
や
は
り
叢
林

に
依
存
し

て
行
は
れ
た
織

を
考

へ
る
と
、

こ
れ
亦
灘
宗

の
功

綾

と

い
は
ね
ば
な

る
ま

い
。

愈
良
甫
と
前
後
し

て
來
朝

し
た
刻
工
に
陳
孟
榮

が
あ
る
。

此
人
は
愈
良
甫

の
や
う
に
猫
立
し

て
開
板

し
た

か
ど
う

か
は
明
か
で
な

い
が
、
刊
年

の
明
か
で
無

い
天
童
亭
石
和
街
語
鎌

二
巻

に
は
、
孟
榮
刊

行
の
交

字
が
あ

る
か
ら
、
若

干
は
自
螢

し
た

か
も
知
れ

ぬ
。
併
し
多
く
は
寺
院

の
開
板

に
從
事
し

、
叉
愈
良
甫
と
共
同
し

て
開
板

し
た
も

の
も
あ

る
。
其
與

つ
た
も
の
に
は
、
鷹
安

七
年

の
重
新
鮎
稜
附
音
増
註
蒙
求

三
巻
、
刊
年

未
詳
の
大
廣

盆
會

玉
篇

三
十
巻
が

あ

る
。

其
他
、
無
刊
記

の
本
で
、
随

つ
て
、

い
つ
開
板

さ
れ

た
か
、
開
板

の
年
月
も
、
開
板

の
揚
所

も
分

ら
す
、

來
歴

の

明

か
で
な

い
も
の
で
、
叢
林

の
間

に
開
板
さ
れ
、
叉
は
灘
徒

の
手

に
依

っ
て
開
板

さ
れ
た
で
あ

ら

う
と
思

は
れ

る
も

の
は
少

く
な

い
が
、
共

中

の
主

な
る
も

の
を
基
ぐ
れ
ば
、
荷
書
孔
氏
傳
十

三
巻
、
毛
詩
鄭
箋

二
十
雀
、
春
秋
経
傳
集

解

三
十
雀
、
音
注
孟
子
十
四
巻
、
新
板
大
字
附
音
繹
文

千
字
文
註

一
巻
、
増
修
互
註
禮
部
韻
略

五
巻
、
歴
代
帝

王
紹

運

圖

一
巻
、
唐
才
子
傳
十
巻
、
冷
齋
夜
話
十
雀
、
韻
府
群
玉

二
十
巻
、
分
類
合
壁
圖
像

句
解

君

臣
故
事

二
巻
、
荘
子

慮
齋

口
義
十
雀
、
列
子
慮
齋

口
義

二
巻
、
山
谷
黄
先
生

大
全
詩
註

二
十
巻
、
趙
子
昂
詩
集

三
巻

、
掲
曼
碩
詩
集

三
巻
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奪
厘
藁

一
巻
、
江
湖
風
月
全
集

一
巻

、
唐
朝

四
賢
精
詩
四
審

、
精
選
唐
宋

千
家
聯
珠
詩
格

二
十
巻

、
魁

本
大
・字
諸
儒

箋
解
古
文
眞
寳
前
集

十
巷
、
後
集
十
巻
、
皇

元
風
雅
前
集

六
巻
、
後
集

六
巻
、
詩

入
玉
屑

二
十
雀
等

が
あ
る
。

上
述

の
如

く
、
内
典
、
外
典

に
亘

つ
て
、
鎌
倉

か
ら
吉
野
朝
を
通
じ
、
足
利
氏
の
執

政
時
代
を
通

じ
て
、
灘

林

に

於
い

て
開
板

さ
れ
、

叉
は
暉
徒

の
手

に
依

つ
て
開
板

さ
れ
た
も

の
は
、
霧

し
い
歎

に
上
り
、
殊

に
内

典

の
無
刊
記
類

を
入
れ
る
な
ら
ば
、
共
藪

は
愈
増
加
す
る

で
あ
ら

う
。
而
し

て
、
此
等
開
板

の
原
本
と
爲

つ
た

も
の
は
、
恐
ら
く
は

悉
く
我

が
入
宋
、

入
元

の
灘
僧

の
手
に
依

つ
て
請

來
さ
れ
、
輸

入
さ
れ
た
も
の
に
相
違
あ

る
ま

い
。

た
と

へ
、
其
開

板

に
關

し
で

、
愈
良
甫

の
如
き
、
孚
ば
猫

立
し

て
経
螢
し

た
刻
工
も
無

い
こ
と
は
無

か

つ
た
と
し

て
も
、
此
等
の
刻

工
と
錐

も
、
全

く
叢

林

の
背
景
を
離
れ

て
は
、
策

の
施
す

べ
き
も

の
が

な
か

つ
た

で
あ
ら
う
。
さ
れ

ば
、
此
等

す

べ

て
の
開
板
は
暉
宗
…叢
林

の
行
ふ
所

と
い

つ
て
も
、
決
し

て
過
言

で
は
な
い

の
で
あ

る
。

他
宗

の
開
板
が
狭

く
は
共
宗
、
廣

く
も
佛
敏
と

い
ふ
範
園

に
止
り
、
内
典

に
限
ら
れ
た

に
封
し
、

叉
彼
等

の
開
板

め
中

に
も
、
若
干

の
宋
や
元
で
開
板

し
もた
輕
典

の
覆

刻
が
あ

つ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
極
あ

て
少
藪

で
あ
り
、

宋
元

文
化

の
移
植
な
ど
と
は

い

へ
沁
程
度

の
も
の
で
あ

る
に
封
し
、
五
山
板
の
範
園
が
極
め

て
廣

く
、
内

典
縄
録
は

い
ふ

に
及
ば
す
、
遍

く
外
典

に
及
ん
だ
と

い
ふ
こ
と
は
、
慮
宗

が
不
立
文
字
を
標
榜
す

る
と
共

に
、
宗

我

の
見

に
乏
し
く

極
め

て
自
由

に
儒

書
詩

文
を
選

ば
す
、
あ
ら
ゆ
!
る
思
想

の
隆
物
を
網
羅
し

た
こ
と
は
、
一
方
か
ら

い

へ
ば
、
縞
流

の
儒

者
を
養
成
し
た
嫌

ひ
が
な

い
で
も
な

い
が
、
廣

く
文
化
と

い
ふ
方

面
か
ら
考
ゆ

る

≧
、
確

に
宋
元
め

一
般
的
文
化
、

宋
元
文
化
の
移
植
と
輝
宗

(
一
一
一
一
)
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宋
元
文
化
の
移
植
と
縄
宗

(
一
二
)

・

特

に
思
想
や
趣
味
を
移
植
す
る
に
役

立

つ
こ
と
多
大
で
あ

る
と

い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
當
時

で

い

へ
ば
、
斯

等

の
書
籍

は
思
想
や

趣
味

の
最
尖
端

を
行
く
も

の
で
あ

6
、
我
が
簿
統
的
文
化

の
上
に
、
満
新

の
氣

分
を
注

入
し
た
も
の
と

い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
れ
ば
、
狡

く
は
印
刷
開
板

の
上

に
、
廣

く
は
室
町
時
代

を
中

心
と
す
る
我
が
特
殊

の
文
化

の
上

に
、

五
山
板

の
有

つ
意
義

は
決
し

て
輕
観
す

べ
き
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。

(昭
和
+
五
年
+
月
稿
)


